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毎週土曜日は
業務を休ませていただきます

……住民の皆様のご理解とご協力をお願いします一一一

國家公務員並びに県関係機関の完全週休コヨ制の実施に伴い、松之山町でも平成

5年4月王鷺から役場庁舎及び繊先機関の一部で、今まで毎月第2・第4土曜獄

を閉庁させて頂いたものが、完全週休二田制とさせて頂きます。

完全週休二日制については、県内蒲町村においても順次実施されてきており、郡

内でも6町村（松之山町・松代町・安塚町・浦灘原村・大島村・牧村）が4月ま

鷺より実施いたします。

閉庁する部門は、役場、庁舎・診療所・教育委員会（公民館含む〉です。

なお、戸籍届（畠生・婚姻・死亡）の受付は従来どおり篠総直で取扱います。

今後も行政サービスの向上に一屠努力しますので、住罠の皆様のご理解とご協力

をお願い申し上げます。

予約制度を新たに実施します

　　～住民票の写しと印鑑証明書のみ～

休みの田でなければ役場へ証明をもらいに来れない方のために、住民票の写しと

印鑑証明に限り事前に電話等で予約を受付ます。

①予約の方法

　　金曜響までに電話等で役場催民係ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が　　　　　　　　イ
　　申し込んでください。　　　　　　　　　　　　　　・箔・　　　　‘び

②証明の受け取り　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

離糞難欝欝虜　響嚇・孫禦，
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縁
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．
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．
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．
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落
名
・
氏
名
・
縫
絹
鷺
隣
・
鞭
、
．
纏
璽

の
利
用
ヂ
を
仮
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。
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澱
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。
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縛
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．
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付
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叢
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．

　
、
雛
撚
箪
）
縫
縢
料
は
、
松
之
山
中

心
地
で
約
…
。
万
円
（
冬
期
の
十
、
、
月

～
、
鍔
は
．
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。
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．
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．
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．
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．
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に
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を
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市
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の
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救
潴
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度
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。
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共
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台
縦
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。
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期
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縢
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．
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．
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．
。
、
軒
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ま
で

　
の
｝
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間
で
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。

　
　
途
中
で
癩
入
さ
れ
る
場
禽
は
、
加

　
入
申
し
込
み
の
翌
麟
力
ら
平
成
六
無

　
三
月
三
十
…
縫
ま
で
で
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。
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○
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落
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。
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瓢
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．
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。
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は
、
加

　
入
申
し
込
み
の
翌
麟
力
ら
平
成
六
無

　
三
月
三
十
…
縫
ま
で
で
す
。

　
▼
共
済
会
費
（
掛
金
）

　
　
会
費
は
一
人
無
額
三
、
汽
○
円
で
、

　
途
中
で
触
入
す
る
場
禽
も
岡
額
で
す
蟻

　
▽
煎
入
手
続
き

　
　
三
月
初
め
に
醒
鞘
し
ま
し
た
串
し

　
込
み
灘
及
び
会
鑓
誕
に
雛
載
さ
れ
て

　
い
る
住
所
・
氏
名
等
を
確
認
し
、
盤

　
帯
金
轟
加
入
の
場
禽
は
そ
の
、
家
ま
、

　
加
入
し
な
い
人
が
い
る
場
禽
は
穫
線

『『　　か皿｝心サい㎜一㎜｝い㎜㎜｝　｝㎜　｝㎜㎜一｝

家
族
そ
ろ
っ
て
交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

で
消
し
　
記
載
さ
れ
て
い
な
い
人
が

撫
入
す
る
場
金
は
霧
き
繍
え
ザ
丸
、
撫

入
蕎
分
の
会
費
を
集
落
総
代
さ
ん
等

へ
支
翌
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
見
舞
金
の
額
と
対
象
交
通
事
故

　
死
亡
し
た
場
禽
は
懲
万
円
、
障
審

の
糠
慧
腰
や
入
院
∴
通
院
の
期
閥
に
ょ

り
、
瓢
万
円
か
ら
七
牽
万
円
ま
で
八

段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
見
舞
金
の
対
象
と
な
る
交
通
事
故

は
、
鷺
本
圏
内
に
お
い
デ
、
発
詑
し
た

も
の
で
、
道
路
を
運
行
中
の
車
騰
に

よ
る
人
舞
纂
敏
、
運
行
中
の
電
車
等

に
よ
る
人
舞
事
故
で
す
．

　
た
だ
し
、
無
免
許
運
転
・
飲
潤
運

転
・
暴
逢
運
転
な
．
、
｝
．
董
大
な
過
失
が

あ
る
場
禽
は
支
給
さ
れ
霧
せ
ん
。

▼
見
舞
金
の
請
求
期
間

　
交
通
災
縷
を
受
け
た
環
の
、
．
旧
か

り
趨
算
し
て
一
隼
以
内
で
す
ゆ

　
会
爵
で
芳
ご
父
愚
琢
故
に
あ
わ
れ

た
．
、
役
場
の
交
通
災
霧
嬢
済
事
務

局
（
総
務
謙
行
政
係
）
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
閥
年
慶
の
松
之
由
町

の
擁
入
率
は
九
十
八
％
、
見
舞
金
の

融
嗣
求
は
七
件
、
　
轟
文
払
い
見
舞
金
は
六

十
脳
万
円
で
し
た
。
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良
農
地
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廃
防
止

農
業
委
員
会
長
　
小
野
塚
｝
男

　
葛
渡
経
済
成
長
と
歩
調
を
為
わ
せ

る
よ
う
に
、
農
樂
妓
術
も
著
し
く
糞

農
し
て
專
ま
し
た
、

　
黛
添
鍬
が
耕
運
機
・
ト
ラ
ク
タ
ー

に
、
　
詞
争
檀
・
凡
が
岬
虻
乗
穂
～
え
や
志
ハ
条
繍
脚

え
の
照
植
機
に
、
穂
刈
り
鎌
が
バ
イ

ン
ダ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
ヘ
と
機
械
化

慈
れ
て
き
家
し
た
。

　
今
秋
に
は
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
稼

動
し
、
乾
燥
作
業
な
ど
が
火
幡
に
軽

減
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
良
質
米
慶
望
む
滴
費
餐
の
声
は
葎

葎
大
き
く
な
り
、
松
之
山
町
で
も
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
作
付
灘
積
が
六
翻
を
超

え
ま
し
た
。

　
そ
の
｝
方
で
、
耕
作
敬
棄
憲
れ
た

麓
地
が
姦
地
で
縢
紀
つ
く
よ
う
に
な

移
ま
し
た
．

　
減
反
政
策
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
は
不

便
な
場
所
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

環
往
は
基
盤
整
備
さ
れ
た
繊
で
も
荒

れ
て
い
象
す
、

　
轟
齢
化
と
撞
い
拳
不
是
は
、
町
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
将
来
を
左

右
す
る
と
喬
っ
て
も
過
讐
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
町
で
は
農
業
に
憲
欲
の
あ
る
欝
壮

鶴
を
中
心
に
生
産
組
織
を
作
り
、
荒

廃
地
防
鋤
と
農
業
の
活
性
化
に
取
り

綴
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
郡
内
で
は
今
隼
の
二
月
鎖
浦
川
療

村
が
農
業
公
社
を
設
立
し
、
二
人
の

職
興
で
約
牽
㎞
の
稲
作
を
請
負
う
そ

う
で
す
．

　
家
た
、
飽
町
柑
の
取
り
組
み
を
謬

考
に
し
な
が
ら
、
松
之
山
町
の
実
傭

に
合
っ
た
盗
産
総
織
を
｝
環
も
早
く

設
立
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

騰
醸

懸
灘繋麗

、

難

蕩齢化が進み農業の摂い手が

不足しています

標
準
小
作
料
の
設
定
に
つ
い
て

　
農
業
黍
曼
会
で
は
小
作
料
協
議
会

を
闘
催
し
た
り
、
農
家
の
皆
さ
ん
の

葱
見
を
闇
い
た
り
し
な
が
　
、
単
成

五
隼
の
標
準
小
作
料
を
蹴
衷
の
よ
う

範
建
め
ま
し
た
。

　
標
準
小
作
料
は
昭
和
灘
十
五
館
の

農
地
法
改
駈
蒔
に
選
入
さ
れ
た
も
の

で
、
そ
れ
ま
で
は
照
畑
の
等
級
に
ょ

っ
て
小
作
料
（
統
謝
小
作
料
）
が
決

め
ら
れ
て
い
て
、
農
地
の
貸
し
儲
り

に
悪
影
耀
叢
問
題
が
あ
り
豪
し
た
。

　
標
準
小
作
料
に
故
灘
さ
れ
た
こ
と

に
よ
9
、
当
事
餐
相
対
で
実
態
は
あ

っ
た
納
響
で
き
る
小
作
料
を
決
め
る

こ
と
が
町
能
と
な
つ
ま
し
た
の

　
農
業
婁
鱒
会
で
は
皆
さ
ん
の
小
窪

契
約
観
つ
い
て
、
こ
の
標
準
小
作
料

を
基
準
と
し
て
、
自
然
的
条
件
・
利

粥
上
の
条
件
及
び
僻
り
手
の
農
業
経

嘗
の
安
建
等
を
櫨
討
し
、
妥
憲
な
も

標準小作料（蹴ア＿ノ磯り）

璽辮劉
21，。（）。円／

　　　　　　　→
　i8，000円　i

　　　　　　　」

区分
圃場整備照

〃

未整備繊

〃
　
　
〃
　
　
〃

農 地 の

平年収穫量 510k募の随

ノノ

480㎏
ノノ 480㎏の蘇
ノノ

450㎏
〃 420kg

〃 390k墓

◎燗の標準小作料は定めません。

◎小作契約により転作を新たに行う必要がある時は、

　双方協議して小作料を決めてください。

◎土地改畏、水利施設の償還金は、地主負担として上

　記標準小作料を定めましたので、原則地主負担とし

　てください。

の
に
つ
い
て
許
可
し
ま
す
登

　
小
作
契
約
を
結
ぶ
と
き
は
、
劉
薮

の
標
準
小
作
料
を
参
考
に
し
な
が
ら

決
め
て
く
だ
諮
い
。

　
ま
た
、
小
作
料
を
米
｛
物
納
）
で

契
約
し
た
い
方
は
、
小
作
料
金
銭
換

算
表
を
参
響
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
農
業
婁
鰻

金
事
務
周
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
p

小｛聡金銭換算表　　≧
項　　　目 適　驚　事項（玄米で物納）

品種・銘柄 自主流通米品種

等　　　級 王等級米

金銭換算

前年産の露主流通米仮渡し緬格

平成4年産30㎏玄米
コシヒカリ　　三2，250円

トドロキワセ・新潟単生　9，750円

こがねもち　　三2，000円

◎精白米の物納については、玄米懸格の焉％増しとする。

6

国
疑
年
金
の
保
険
料
が
一
〇
、
五
〇
〇
霞
に
変
わ
り
ま
す

　
麟
疑
鶴
金
の
保
険
料
は
、
平
成
烈

年
鰻
月
分
か
ら
月
額
｝
○
、
五
〇
〇

円
に
な
り
ま
す
。

　
完
全
物
緬
ス
ラ
イ
ド
鰯
紅
よ
り
、

平
成
五
年
度
も
奪
金
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
窪
す
、

　
そ
れ
に
俸
っ
て
、
保
険
料
も
引
き

上
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
、

　
年
金
鋼
渡
を
将
来
的
に
安
竃
し
た

も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
年
金
給
付

と
保
険
料
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
だ
れ
も
が
蜜
心
し
て
巻
後
を
逓
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

園
風
年
金
保
険
料
を
前
納
す
る
と
翻
引
き
に
な
り
ま
す

　
翻
鋭
年
金
の
第
一
畢
被
保
険
餐
は
、

自
分
で
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
．

　
國
毘
年
金
に
は
、
一
建
朗
闘
の
保

険
料
を
蔚
払
い
で
き
る
門
麟
納
翻
慶
蝋

が
あ
り
ま
す
。

　
蔚
納
し
ま
す
と
、
毎
月
保
険
料
を

納
め
る
手
聞
が
雀
け
ま
す
し
、
納
め

葱
れ
の
防
止
に
も
な
り
濠
す
。

　
ま
た
、
納
め
る
保
険
料
の
額
は
、

復
利
環
緬
法
で
葎
利
五
・
五
％
の
割

引
に
な
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
平
成
五
無
難
月
か
ら

平
成
六
年
三
月
ま
で
の
一
葎
間
鍍
月

納
め
る
と
業
麗
ハ
、
○
○
○
円
で
す

が
、
蔚
納
す
る
と
一
ニ
ニ
、
九
六
〇

円
を
納
め
れ
ば
よ
い
の
で
、
三
、
○

縢
○
円
が
翻
引
に
な
り
家
す
。

　
ぜ
ひ
、
便
利
で
お
得
な
蔚
納
謝
度

を
ご
利
胴
く
だ
さ
い
。

　
麟
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
三
月

宋
黛
ま
で
鷺
役
場
の
圏
蔑
葎
金
係
に

購
し
出
て
く
だ
さ
い
、

　
な
お
、
昨
年
ま
で
離
納
さ
れ
て
い

た
ガ
に
は
、
後
で
確
認
の
連
絡
を
い

た
し
ま
す
。

籍戦　
　
　
・
－
ヘ
込

や
紅
．

含
、
、
鑓

　
　
N
＼
、
く

　
　
罫
＞

Q
、
浄
化
槽
で
水
洗
便
勝
に
な
つ
た

の
で
、
下
水
潅
は
不
饗
に
な
ら
な
い

の
で
す
か
。

A
、
自
分
の
家
ば
は
浄
化
槽
が
あ
っ

て
ト
イ
レ
が
水
洗
化
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
劉
続
下
水
遵
を
整
備
し
な
く
て

も
い
い
、
と
思
わ
れ
て
い
る
人
が
い

る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
浄
化
槽
と
下

水
道
の
違
い
は
下
水
道
が
蒙
羅
か
ら

発
癒
す
る
す
べ
て
の
汚
水
を
処
理
す

る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
浄
化

槽
は
そ
の
多
く
が
し
搬
の
み
を
処
理

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
す
、

　
一
人
｝
欝
当
た
り
排
出
す
る
汚
れ

は
B
O
D
｛
生
物
化
掌
的
酸
素
要
求

鍛
〉
換
雛
で
約
五
〇
募
で
す
が
、
し

尿
分
は
そ
の
う
ち
の
十
八
慕
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。

　
康
た
、
浄
化
槽
の
構
造
は
一
見
簡

単
そ
う
で
も
浄
化
の
過
程
は
複
雑
で

す
か
ら
、
浄
化
槽
紅
対
す
る
蕉
し
い

知
識
と
理
解
な
し
紅
使
聡
す
る
と
、

せ
っ
か
く
作
っ
た
浄
化
槽
も
単
な
る

コ
エ
溜
め
と
嗣
じ
慌
な
り
、
近
隣
に

悪
輿
を
発
愈
さ
せ
た
り
湾
燐
を
汚
し

て
、
公
霧
の
猿
鶴
に
も
な
り
豪
す
．

　
あ
る
都
欝
で
の
浄
化
槽
の
実
態
調

鷹
の
結
梨
で
は
、
溝
掃
状
溌
、
機
露

の
保
守
、
漏
水
対
策
な
ど
の
項
目
に

つ
い
て
適
蕉
と
判
断
さ
れ
た
も
の
は

縢
○
％
濃
満
た
な
い
も
の
で
し
た
．

　
た
と
え
、
輿
好
な
管
遷
が
行
わ
れ

て
も
、
水
質
の
基
準
は
、
五
〇
人
槽

以
下
の
小
焼
模
な
も
の
で
は
β
O
P

の
除
盗
羅
六
鷺
％
以
ト
｛
、
放
漏
獄
激
い
β

O
D
九
〇
㎎
／
2
以
下
に
規
竃
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
す
か
ら
、
下
水
遵
で

処
理
さ
れ
る
β
O
D
除
去
率
は
九
五

％
、
放
流
水
B
O
D
二
〇
㎎
〆
’
2
以

下
に
は
遠
く
及
び
ま
せ
ん
．

　
ま
た
、
浄
化
槽
の
ト
イ
レ
を
釈
耀

し
て
も
、
水
と
分
離
毒
れ
た
汚
泥
の

処
理
の
た
め
に
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
が

家
の
翻
り
を
楚
る
た
め
、
紅
お
い
の

源
と
な
り
購
の
蔓
観
を
撮
ね
象
す
。

　
そ
の
汚
泥
も
簸
終
的
に
は
終
宋
娼

理
場
で
処
理
し
て
い
ま
す
か
ら
、
処

理
費
鷲
も
餐
家
麓
で
欄
入
的
に
負
撞

し
て
い
る
費
用
以
上
の
も
の
と
な
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
浄
化
槽
は
下
水
道

に
か
わ
る
も
の
で
な
く
、
あ
く
ま
で

も
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
過

澱
的
な
施
設
と
い
え
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
衛
盤
的
で
文
化
的

な
愈
活
と
周
辺
環
境
を
守
る
こ
と
は
、

下
水
道
の
整
備
が
な
け
れ
ば
実
現
で

き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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で
も
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
作
付
灘
積
が
六
翻
を
超

え
ま
し
た
。

　
そ
の
｝
方
で
、
耕
作
敬
棄
憲
れ
た

麓
地
が
姦
地
で
縢
紀
つ
く
よ
う
に
な

移
ま
し
た
．

　
減
反
政
策
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
は
不

便
な
場
所
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

環
往
は
基
盤
整
備
さ
れ
た
繊
で
も
荒

れ
て
い
象
す
、

　
轟
齢
化
と
撞
い
拳
不
是
は
、
町
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
将
来
を
左

右
す
る
と
喬
っ
て
も
過
讐
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
町
で
は
農
業
に
憲
欲
の
あ
る
欝
壮

鶴
を
中
心
に
生
産
組
織
を
作
り
、
荒

廃
地
防
鋤
と
農
業
の
活
性
化
に
取
り

綴
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
郡
内
で
は
今
隼
の
二
月
鎖
浦
川
療

村
が
農
業
公
社
を
設
立
し
、
二
人
の

職
興
で
約
牽
㎞
の
稲
作
を
請
負
う
そ

う
で
す
．

　
家
た
、
飽
町
柑
の
取
り
組
み
を
謬

考
に
し
な
が
ら
、
松
之
山
町
の
実
傭

に
合
っ
た
盗
産
総
織
を
｝
環
も
早
く

設
立
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

騰
醸

懸
灘繋麗

、

難

蕩齢化が進み農業の摂い手が

不足しています

標
準
小
作
料
の
設
定
に
つ
い
て

　
農
業
黍
曼
会
で
は
小
作
料
協
議
会

を
闘
催
し
た
り
、
農
家
の
皆
さ
ん
の

葱
見
を
闇
い
た
り
し
な
が
　
、
単
成

五
隼
の
標
準
小
作
料
を
蹴
衷
の
よ
う

範
建
め
ま
し
た
。

　
標
準
小
作
料
は
昭
和
灘
十
五
館
の

農
地
法
改
駈
蒔
に
選
入
さ
れ
た
も
の

で
、
そ
れ
ま
で
は
照
畑
の
等
級
に
ょ

っ
て
小
作
料
（
統
謝
小
作
料
）
が
決

め
ら
れ
て
い
て
、
農
地
の
貸
し
儲
り

に
悪
影
耀
叢
問
題
が
あ
り
豪
し
た
。

　
標
準
小
作
料
に
故
灘
さ
れ
た
こ
と

に
よ
9
、
当
事
餐
相
対
で
実
態
は
あ

っ
た
納
響
で
き
る
小
作
料
を
決
め
る

こ
と
が
町
能
と
な
つ
ま
し
た
の

　
農
業
婁
鱒
会
で
は
皆
さ
ん
の
小
窪

契
約
観
つ
い
て
、
こ
の
標
準
小
作
料

を
基
準
と
し
て
、
自
然
的
条
件
・
利

粥
上
の
条
件
及
び
僻
り
手
の
農
業
経

嘗
の
安
建
等
を
櫨
討
し
、
妥
憲
な
も

標準小作料（蹴ア＿ノ磯り）

璽辮劉
21，。（）。円／

　　　　　　　→
　i8，000円　i

　　　　　　　」

区分
圃場整備照

〃

未整備繊

〃
　
　
〃
　
　
〃

農 地 の

平年収穫量 510k募の随

ノノ

480㎏
ノノ 480㎏の蘇
ノノ

450㎏
〃 420kg

〃 390k墓

◎燗の標準小作料は定めません。

◎小作契約により転作を新たに行う必要がある時は、

　双方協議して小作料を決めてください。

◎土地改畏、水利施設の償還金は、地主負担として上

　記標準小作料を定めましたので、原則地主負担とし

　てください。

の
に
つ
い
て
許
可
し
ま
す
登

　
小
作
契
約
を
結
ぶ
と
き
は
、
劉
薮

の
標
準
小
作
料
を
参
考
に
し
な
が
ら

決
め
て
く
だ
諮
い
。

　
ま
た
、
小
作
料
を
米
｛
物
納
）
で

契
約
し
た
い
方
は
、
小
作
料
金
銭
換

算
表
を
参
響
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
農
業
婁
鰻

金
事
務
周
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
p

小｛聡金銭換算表　　≧
項　　　目 適　驚　事項（玄米で物納）

品種・銘柄 自主流通米品種

等　　　級 王等級米

金銭換算

前年産の露主流通米仮渡し緬格

平成4年産30㎏玄米
コシヒカリ　　三2，250円

トドロキワセ・新潟単生　9，750円

こがねもち　　三2，000円

◎精白米の物納については、玄米懸格の焉％増しとする。
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国
疑
年
金
の
保
険
料
が
一
〇
、
五
〇
〇
霞
に
変
わ
り
ま
す

　
麟
疑
鶴
金
の
保
険
料
は
、
平
成
烈

年
鰻
月
分
か
ら
月
額
｝
○
、
五
〇
〇

円
に
な
り
ま
す
。

　
完
全
物
緬
ス
ラ
イ
ド
鰯
紅
よ
り
、

平
成
五
年
度
も
奪
金
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
窪
す
、

　
そ
れ
に
俸
っ
て
、
保
険
料
も
引
き

上
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
、

　
年
金
鋼
渡
を
将
来
的
に
安
竃
し
た

も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
年
金
給
付

と
保
険
料
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
だ
れ
も
が
蜜
心
し
て
巻
後
を
逓
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

園
風
年
金
保
険
料
を
前
納
す
る
と
翻
引
き
に
な
り
ま
す

　
翻
鋭
年
金
の
第
一
畢
被
保
険
餐
は
、

自
分
で
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
．

　
國
毘
年
金
に
は
、
一
建
朗
闘
の
保

険
料
を
蔚
払
い
で
き
る
門
麟
納
翻
慶
蝋

が
あ
り
ま
す
。

　
蔚
納
し
ま
す
と
、
毎
月
保
険
料
を

納
め
る
手
聞
が
雀
け
ま
す
し
、
納
め

葱
れ
の
防
止
に
も
な
り
濠
す
。

　
ま
た
、
納
め
る
保
険
料
の
額
は
、

復
利
環
緬
法
で
葎
利
五
・
五
％
の
割

引
に
な
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
平
成
五
無
難
月
か
ら

平
成
六
年
三
月
ま
で
の
一
葎
間
鍍
月

納
め
る
と
業
麗
ハ
、
○
○
○
円
で
す

が
、
蔚
納
す
る
と
一
ニ
ニ
、
九
六
〇

円
を
納
め
れ
ば
よ
い
の
で
、
三
、
○

縢
○
円
が
翻
引
に
な
り
家
す
。

　
ぜ
ひ
、
便
利
で
お
得
な
蔚
納
謝
度

を
ご
利
胴
く
だ
さ
い
。

　
麟
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
三
月

宋
黛
ま
で
鷺
役
場
の
圏
蔑
葎
金
係
に

購
し
出
て
く
だ
さ
い
、

　
な
お
、
昨
年
ま
で
離
納
さ
れ
て
い

た
ガ
に
は
、
後
で
確
認
の
連
絡
を
い

た
し
ま
す
。

籍戦　
　
　
・
－
ヘ
込

や
紅
．

含
、
、
鑓

　
　
N
＼
、
く

　
　
罫
＞

Q
、
浄
化
槽
で
水
洗
便
勝
に
な
つ
た

の
で
、
下
水
潅
は
不
饗
に
な
ら
な
い

の
で
す
か
。

A
、
自
分
の
家
ば
は
浄
化
槽
が
あ
っ

て
ト
イ
レ
が
水
洗
化
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
劉
続
下
水
遵
を
整
備
し
な
く
て

も
い
い
、
と
思
わ
れ
て
い
る
人
が
い

る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
浄
化
槽
と
下

水
道
の
違
い
は
下
水
道
が
蒙
羅
か
ら

発
癒
す
る
す
べ
て
の
汚
水
を
処
理
す

る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
浄
化

槽
は
そ
の
多
く
が
し
搬
の
み
を
処
理

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
す
、

　
一
人
｝
欝
当
た
り
排
出
す
る
汚
れ

は
B
O
D
｛
生
物
化
掌
的
酸
素
要
求

鍛
〉
換
雛
で
約
五
〇
募
で
す
が
、
し

尿
分
は
そ
の
う
ち
の
十
八
慕
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。

　
康
た
、
浄
化
槽
の
構
造
は
一
見
簡

単
そ
う
で
も
浄
化
の
過
程
は
複
雑
で

す
か
ら
、
浄
化
槽
紅
対
す
る
蕉
し
い

知
識
と
理
解
な
し
紅
使
聡
す
る
と
、

せ
っ
か
く
作
っ
た
浄
化
槽
も
単
な
る

コ
エ
溜
め
と
嗣
じ
慌
な
り
、
近
隣
に

悪
輿
を
発
愈
さ
せ
た
り
湾
燐
を
汚
し

て
、
公
霧
の
猿
鶴
に
も
な
り
豪
す
．

　
あ
る
都
欝
で
の
浄
化
槽
の
実
態
調

鷹
の
結
梨
で
は
、
溝
掃
状
溌
、
機
露

の
保
守
、
漏
水
対
策
な
ど
の
項
目
に

つ
い
て
適
蕉
と
判
断
さ
れ
た
も
の
は

縢
○
％
濃
満
た
な
い
も
の
で
し
た
．

　
た
と
え
、
輿
好
な
管
遷
が
行
わ
れ

て
も
、
水
質
の
基
準
は
、
五
〇
人
槽

以
下
の
小
焼
模
な
も
の
で
は
β
O
P

の
除
盗
羅
六
鷺
％
以
ト
｛
、
放
漏
獄
激
い
β

O
D
九
〇
㎎
／
2
以
下
に
規
竃
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
す
か
ら
、
下
水
遵
で

処
理
さ
れ
る
β
O
D
除
去
率
は
九
五

％
、
放
流
水
B
O
D
二
〇
㎎
〆
’
2
以

下
に
は
遠
く
及
び
ま
せ
ん
．

　
ま
た
、
浄
化
槽
の
ト
イ
レ
を
釈
耀

し
て
も
、
水
と
分
離
毒
れ
た
汚
泥
の

処
理
の
た
め
に
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
が

家
の
翻
り
を
楚
る
た
め
、
紅
お
い
の

源
と
な
り
購
の
蔓
観
を
撮
ね
象
す
。

　
そ
の
汚
泥
も
簸
終
的
に
は
終
宋
娼

理
場
で
処
理
し
て
い
ま
す
か
ら
、
処

理
費
鷲
も
餐
家
麓
で
欄
入
的
に
負
撞

し
て
い
る
費
用
以
上
の
も
の
と
な
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
浄
化
槽
は
下
水
道

に
か
わ
る
も
の
で
な
く
、
あ
く
ま
で

も
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
過

澱
的
な
施
設
と
い
え
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
衛
盤
的
で
文
化
的

な
愈
活
と
周
辺
環
境
を
守
る
こ
と
は
、

下
水
道
の
整
備
が
な
け
れ
ば
実
現
で

き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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l
o
り
寸
1

‘

楽
し
い
保
育
所
豆
ま
き
会

　
二
月
黒
獄
午
後
、
浦
脳
保
欝
所
で

節
分
の
翼
ま
き
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
鞭

　
翼
ま
き
会
に
は
、
圏
兇
た
ち
を
迎

え
に
来
た
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ

ん
も
無
ノ
撫
し
ま
し
た
。

　
園
兇
た
ち
の
嶺
己
紹
介
で
は
自
分

の
嶺
蔚
を
欝
わ
ず
に
、
「
ひ
よ
こ
緯
の

何
々
で
す
恥
と
保
母
さ
ん
の
真
似
を

し
て
大
爆
笑
と
い
う
｝
幕
も
あ
り
ま

し
た
。

　
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の
自

己
紹
介
が
終
る
と
、
圏
晃
た
ち
は
自

分
で
作
っ
た
鬼
の
藤
を
か
ぶ
り
、
退

饗、豫、瓢容を食

治
し
た
い
鬼
を
大
き
な
輝
で
霧
い
ま

し
た
．

　
豆
ま
き
の
前
に
豆
や
お
菓
子
を
入

れ
る
袋
が
配
ら
れ
ま
し
た
が
、
保
母

さ
ん
の
薫
袋
の
）
鷺
を
大
き
く
開
け

て
く
だ
さ
い
橘
と
い
う
醤
葉
に
、
由

分
の
欝
を
闘
け
る
と
勘
違
い
し
た
園

兇
も
い
ま
し
た
。

「
橿
は
内
、
鬼
は
外
し
と
豆
ま
き
が

始
ま
る
と
、
餐
場
は
園
晃
た
ち
の
歓

声
に
勉
ま
れ
、
悪
い
鬼
た
ち
は
こ
の

熱
餓
砥
負
け
て
ど
こ
か
へ
退
散
し
た

よ
う
で
し
た
。

簸
、
鯉

灘

お菓子やピーナッツを袋いっば冗

拾いました

欝

8

2
に
ぎ
や
か
な
越
後
松
之
山
豪
雪
塾

　
雪
を
利
駕
し
て
都
市
と
の
交
流
を

進
め
て
い
る
越
後
松
之
出
豪
雪
塾
が
、

二
月
十
三
臼
・
十
翅
β
と
浦
瞬
地
区

で
鯛
催
さ
れ
ま
し
た
．

　
今
翻
の
参
加
養
は
九
十
八
名
で
、

関
東
方
鋤
の
家
族
達
れ
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
。

　
十
三
臼
午
後
、
浦
鐙
地
区
に
藩
い

た
塾
猛
の
皆
さ
ん
は
、
浦
磁
小
掌
校

横
の
雪
原
で
塞
の
神
作
り
を
手
伝
い
、

隼
男
年
女
の
方
た
ち
が
火
を
付
け
ま

し
た
。

　
塞
の
神
は
勢
い
良
く
燃
え
上
が
り
、

ま
わ
り
に
い
た
塾
盤
た
ち
は
予
懇
を

越
え
る
暑
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
火
勢
が
弱
ま
っ
て
く
る
と
竹
の
先

に
ス
ル
メ
や
モ
チ
を
付
け
、
鑑
焼
け

で
も
蟹
〔
に
せ
ず
に
禽
ハ
ベ
ザ
鳳
い
ま
し
た
、

　
塞
の
神
の
火
が
燃
え
つ
き
る
と
、

小
掌
校
の
体
育
館
で
樋
例
の
懲
舎
難

箱
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
、

　
蔑
泊
売
の
方
た
ち
が
持
ち
寄
っ
た

露
慢
の
料
理
に
哲
鼓
を
打
つ
た
鯵
、

地
区
の
方
た
ち
が
作
っ
た
ア
ン
ボ
・

の
っ
べ
・
野
兎
汁
。
焼
き
ソ
バ
な
ど

を
腹
一
杯
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
十
脳
鷺
は
野
兎
狩
り
コ
ー
ス
と
露

掘
り
コ
…
ス
紅
甥
れ
、
野
兎
獲
り
は

藤
漂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
横
一
列
に
並
ん
だ
塾
盤
た
ち
は
、

山
の
漂
上
付
近
紅
い
る
ハ
ン
タ
…
方

陶
へ
兎
を
追
い
鐵
そ
う
と
し
ま
し
た

が
、
風
露
の
た
め
兎
は
｝
羽
も
出
家

せ
ん
で
し
た
、

　
濠
た
、
懸
に
は
塾
鑑
総
参
禰
の
モ

チ
つ
き
大
禽
と
な
り
ま
し
た
、

確
定
申
告
は
じ
ま
る

　
平
成
鰻
雑
中
の
所
簿
を
確
驚
す
る

た
め
の
聯
欝
が
、
二
爆
十
六
黛
よ
り

役
場
で
婚
議
り
ま
し
た
。

　
箏
融
に
通
類
を
受
け
た
皆
さ
ん
が

傘
繕
綿
紙
や
添
付
書
類
を
持
参
し
、

税
務
係
に
い
ろ
い
ろ
相
談
し
な
が
ら

…
つ
…
つ
必
要
事
項
を
記
入
し
て
い

謹
し
た
、

　
住
蔑
税
（
購
県
罠
税
）
の
串
皆
獺

談
と
受
理
は
、
三
月
～
貨
か
ら
十
二

臼
ま
で
各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
消
費
税
の
確
定
辮
轡
と
納

税
は
蕊
月
罷
十
｝
段
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
串
儀
し
て

く
だ
さ
い
。

4
緊
急
地
す
べ
り
対
策
事
業
は
じ
ま
る

　
巳
之
下
線
周
辺
の
地
す
べ
り
を
防

慮
す
る
、
門
松
之
蜘
地
す
べ
り
し
災

霧
騨
連
緊
急
地
す
べ
り
対
策
事
業
の

工
事
が
二
月
か
ら
始
ま
り
家
し
た
。

　
二
月
十
八
露
年
後
、
町
罠
体
育
館

で
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
関
係
餐

は
工
事
の
安
全
と
一
藏
も
皐
い
完
成

を
祈
り
ま
し
た
．

　
こ
の
緊
急
地
す
べ
り
対
策
事
業
の

総
事
盤
烈
費
は
約
十
六
億
六
千
万
円
、

工
事
概
要
は
杭
（
鋼
管
杭
〉
二
｝
二

本
、
集
水
弄
牽
照
基
、
横
孔
ポ
ー
リ

ン
グ
一
、
○
○
○
魚
な
ど
で
す
。

役場で行われた確定串蕾には、
　　　　　　　　　　　連鶏大勢の方が酷めかけました

．
霧

い
、
執蔽

巳之下線周辺では大規模な地すべり

防図ヒニ【事力《始まりました

5
い
こ
い
の
場
づ
く
り

　
一
月
か
ら
購
内
七
か
所
で
い
こ
い

の
場
づ
く
り
が
行
わ
れ
、
モ
ミ
網
工

や
ぺ
ー
パ
f
フ
ラ
ワ
ー
作
り
な
ど
の

創
作
活
動
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
簿
ン
や

軽
い
体
操
で
餓
持
ち
良
い
滞
を
流
し

ま
し
た
、

　
浦
醗
地
鷺
で
は
、
箭
の
人
の
背
中

に
平
仮
名
を
一
文
字
づ
つ
欝
い
て
送

る
ゲ
…
ム
が
行
わ
れ
、
最
後
の
方
か

ら
送
ら
れ
て
き
た
字
を
発
表
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
送
っ
た
平
仮
名
は
照
班
合
わ
せ
る

と
「
け
ん
こ
う
し
に
な
る
予
定
で
し

た
が
、
実
際
に
送
ら
れ
て
き
た
の
は

携
ろ
し
も
ち
」
で
し
た
。

濠藩の人が多く正確な掌が伝わりませんでした
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l
o
り
寸
1

‘

楽
し
い
保
育
所
豆
ま
き
会

　
二
月
黒
獄
午
後
、
浦
脳
保
欝
所
で

節
分
の
翼
ま
き
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
鞭

　
翼
ま
き
会
に
は
、
圏
兇
た
ち
を
迎

え
に
来
た
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ

ん
も
無
ノ
撫
し
ま
し
た
。

　
園
兇
た
ち
の
嶺
己
紹
介
で
は
自
分

の
嶺
蔚
を
欝
わ
ず
に
、
「
ひ
よ
こ
緯
の

何
々
で
す
恥
と
保
母
さ
ん
の
真
似
を

し
て
大
爆
笑
と
い
う
｝
幕
も
あ
り
ま

し
た
。

　
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の
自

己
紹
介
が
終
る
と
、
圏
晃
た
ち
は
自

分
で
作
っ
た
鬼
の
藤
を
か
ぶ
り
、
退

饗、豫、瓢容を食

治
し
た
い
鬼
を
大
き
な
輝
で
霧
い
ま

し
た
．

　
豆
ま
き
の
前
に
豆
や
お
菓
子
を
入

れ
る
袋
が
配
ら
れ
ま
し
た
が
、
保
母

さ
ん
の
薫
袋
の
）
鷺
を
大
き
く
開
け

て
く
だ
さ
い
橘
と
い
う
醤
葉
に
、
由

分
の
欝
を
闘
け
る
と
勘
違
い
し
た
園

兇
も
い
ま
し
た
。

「
橿
は
内
、
鬼
は
外
し
と
豆
ま
き
が

始
ま
る
と
、
餐
場
は
園
晃
た
ち
の
歓

声
に
勉
ま
れ
、
悪
い
鬼
た
ち
は
こ
の

熱
餓
砥
負
け
て
ど
こ
か
へ
退
散
し
た

よ
う
で
し
た
。

簸
、
鯉

灘

お菓子やピーナッツを袋いっば冗

拾いました

欝

8

2
に
ぎ
や
か
な
越
後
松
之
山
豪
雪
塾

　
雪
を
利
駕
し
て
都
市
と
の
交
流
を

進
め
て
い
る
越
後
松
之
出
豪
雪
塾
が
、

二
月
十
三
臼
・
十
翅
β
と
浦
瞬
地
区

で
鯛
催
さ
れ
ま
し
た
．

　
今
翻
の
参
加
養
は
九
十
八
名
で
、

関
東
方
鋤
の
家
族
達
れ
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
。

　
十
三
臼
午
後
、
浦
鐙
地
区
に
藩
い

た
塾
猛
の
皆
さ
ん
は
、
浦
磁
小
掌
校

横
の
雪
原
で
塞
の
神
作
り
を
手
伝
い
、

隼
男
年
女
の
方
た
ち
が
火
を
付
け
ま

し
た
。

　
塞
の
神
は
勢
い
良
く
燃
え
上
が
り
、

ま
わ
り
に
い
た
塾
盤
た
ち
は
予
懇
を

越
え
る
暑
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
火
勢
が
弱
ま
っ
て
く
る
と
竹
の
先

に
ス
ル
メ
や
モ
チ
を
付
け
、
鑑
焼
け

で
も
蟹
〔
に
せ
ず
に
禽
ハ
ベ
ザ
鳳
い
ま
し
た
、

　
塞
の
神
の
火
が
燃
え
つ
き
る
と
、

小
掌
校
の
体
育
館
で
樋
例
の
懲
舎
難

箱
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
、

　
蔑
泊
売
の
方
た
ち
が
持
ち
寄
っ
た

露
慢
の
料
理
に
哲
鼓
を
打
つ
た
鯵
、

地
区
の
方
た
ち
が
作
っ
た
ア
ン
ボ
・

の
っ
べ
・
野
兎
汁
。
焼
き
ソ
バ
な
ど

を
腹
一
杯
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
十
脳
鷺
は
野
兎
狩
り
コ
ー
ス
と
露

掘
り
コ
…
ス
紅
甥
れ
、
野
兎
獲
り
は

藤
漂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
横
一
列
に
並
ん
だ
塾
盤
た
ち
は
、

山
の
漂
上
付
近
紅
い
る
ハ
ン
タ
…
方

陶
へ
兎
を
追
い
鐵
そ
う
と
し
ま
し
た

が
、
風
露
の
た
め
兎
は
｝
羽
も
出
家

せ
ん
で
し
た
、

　
濠
た
、
懸
に
は
塾
鑑
総
参
禰
の
モ

チ
つ
き
大
禽
と
な
り
ま
し
た
、

確
定
申
告
は
じ
ま
る

　
平
成
鰻
雑
中
の
所
簿
を
確
驚
す
る

た
め
の
聯
欝
が
、
二
爆
十
六
黛
よ
り

役
場
で
婚
議
り
ま
し
た
。

　
箏
融
に
通
類
を
受
け
た
皆
さ
ん
が

傘
繕
綿
紙
や
添
付
書
類
を
持
参
し
、

税
務
係
に
い
ろ
い
ろ
相
談
し
な
が
ら

…
つ
…
つ
必
要
事
項
を
記
入
し
て
い

謹
し
た
、

　
住
蔑
税
（
購
県
罠
税
）
の
串
皆
獺

談
と
受
理
は
、
三
月
～
貨
か
ら
十
二

臼
ま
で
各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
消
費
税
の
確
定
辮
轡
と
納

税
は
蕊
月
罷
十
｝
段
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
串
儀
し
て

く
だ
さ
い
。

4
緊
急
地
す
べ
り
対
策
事
業
は
じ
ま
る

　
巳
之
下
線
周
辺
の
地
す
べ
り
を
防

慮
す
る
、
門
松
之
蜘
地
す
べ
り
し
災

霧
騨
連
緊
急
地
す
べ
り
対
策
事
業
の

工
事
が
二
月
か
ら
始
ま
り
家
し
た
。

　
二
月
十
八
露
年
後
、
町
罠
体
育
館

で
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
関
係
餐

は
工
事
の
安
全
と
一
藏
も
皐
い
完
成

を
祈
り
ま
し
た
．

　
こ
の
緊
急
地
す
べ
り
対
策
事
業
の

総
事
盤
烈
費
は
約
十
六
億
六
千
万
円
、

工
事
概
要
は
杭
（
鋼
管
杭
〉
二
｝
二

本
、
集
水
弄
牽
照
基
、
横
孔
ポ
ー
リ

ン
グ
一
、
○
○
○
魚
な
ど
で
す
。

役場で行われた確定串蕾には、
　　　　　　　　　　　連鶏大勢の方が酷めかけました

．
霧

い
、
執蔽

巳之下線周辺では大規模な地すべり

防図ヒニ【事力《始まりました

5
い
こ
い
の
場
づ
く
り

　
一
月
か
ら
購
内
七
か
所
で
い
こ
い

の
場
づ
く
り
が
行
わ
れ
、
モ
ミ
網
工

や
ぺ
ー
パ
f
フ
ラ
ワ
ー
作
り
な
ど
の

創
作
活
動
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
簿
ン
や

軽
い
体
操
で
餓
持
ち
良
い
滞
を
流
し

ま
し
た
、

　
浦
醗
地
鷺
で
は
、
箭
の
人
の
背
中

に
平
仮
名
を
一
文
字
づ
つ
欝
い
て
送

る
ゲ
…
ム
が
行
わ
れ
、
最
後
の
方
か

ら
送
ら
れ
て
き
た
字
を
発
表
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
送
っ
た
平
仮
名
は
照
班
合
わ
せ
る

と
「
け
ん
こ
う
し
に
な
る
予
定
で
し

た
が
、
実
際
に
送
ら
れ
て
き
た
の
は

携
ろ
し
も
ち
」
で
し
た
。

濠藩の人が多く正確な掌が伝わりませんでした
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1
寸
寸
1

イO

歴
獲

ノ

灘 二

蜷 「

難
…il ；

瞳襲i難
…

「

集
落
探

　
町
の
南
部
に
位
置
し
、
大
島
村
と

境
を
接
し
て
い
る
。

　
地
名
の
融
来
は
不
明
だ
が
、
鑓
麦

に
つ
い
て
は
「
田
向
き
」
の
建
て
堺

　
　
　
た
　
む
け

説
、
　
「
沼
向
」
の
転
化
説
が
あ
る
．

「
縢
向
き
」
と
は
、
欝
を
蔚
に
し
て

集
落
を
構
え
ろ
こ
と
、
　
「
磁
向
皿
と

は
、
蜂
道
等
に
董
粗
神
を
鞄
つ
て
鎌

拝
し
た
恵
瞭
を
持
ち
、
瞭
の
麓
に
多

く
み
ら
れ
る
地
名
で
あ
る
俗

　
欄
変
オ
の
近
く
に
は
深
坂
峠
が
あ

り
、
憲
代
よ
り
羅
光
轡
へ
柏
騰
）
街

道
が
閉
麦
．
地
内
を
通
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
深
坂
瞳
を
駿
禰
す
メ
浦
灘

城
（
深
山
城
）
も
近
く
に
あ
肩
、
城

主
や
賦
齢
の
羅
鎌
し
た
鰹
が
騰
愛
X

地
内
に
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。

　
館
は
「
た
て
娠
や
「
た
ち
し
と
も

．
瓢
め
る
．

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
田
麦
立
の
地
名

は
複
数
の
要
件
が
顛
　

っ
て
礁
立
し

た
と
緊
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
、
尉
い
伝
え
慧
よ
れ
ば
、
滋

麦
立
の
地
を
祷
め
て
調
墾
し
た
人
が
、

一
謬
て
い
る
大
き
な
タ
ム
ギ
（
タ
ピ

ギ
の
転
化
か
）
の
木
を
兜
て
、

名
を
タ
ム
ギ
立
ハ
繊
愛
窟
）
と
名
付
け

た
と
も
．
、
．
鶯
わ
れ
て
い
る
、

　
蕉
式
な
纂
落
名
は
「
た
む
ぎ
だ
て
」

だ
が
、
競
内
で
は
通
称
「
た
む
ぎ
だ

ち
」
と
も
…
．
、
わ
れ
て
い
る
．
、

　
江
F
縛
代
は
爾
浦
田
新
照
に
嘱
し
、

穣
灘
洛
入
縫
に
は
白
撫
神
”
縫
が
羅
ら
れ

て
い
る
。

　
繭
浦
田
新
郷
更
江
押
聴
代
中
期
以

降
、
襲
浦
繊
・
瀟
浦
田
・
耽
浦
繍
・

ゆ
、
…
山
紙
購
闘
瀞
村
の
入
会
野
地
と

し
て
購
発
が
進
み
、
し
だ
い
に
田
菱

窟
・
縁
池
・
坂
中
の
鰻
、
洛
が
形
成
さ

れ
て
き
た
鎌

　
南
浦
則
新
濁
が
新
田
検
地
を
受
け
、

新
田
村
と
し
て
独
｝
し
た
の
は
．
保

十
六
（
｝
七
．
．
、
…
）
年
で
あ
る
印

　
こ
の
漸
懸
村
に
は
家
も
あ
り
人
も

住
ん
で
い
た
が
、
名
目
上
は
無
蔑
．
P

の
村
で
あ
っ
た
窃

　
開
発
が
進
む
』
、
激
地
鱗
有
権
と

小
作
料
ん
．
め
ぐ
っ
て
争
い
が
生
じ
、

砥
慮
ご
篇
　
（
一
畜
し
期
」
ハ
）
　
年
に
純
儲
曲
曝
緯

の
総
代
鷺
入
が
泓
戸
へ
出
て
、
巻
中

　
　
、
わ
、
劉
か
・
～

酒
序
維
楽
、
鷺
、
へ
雛
繍
灘
訴
す
る
と
い
ら
・

犠
件
が
発
億
し
た
。

　
そ
の
後
、
総
代
瓢
．
人
と
新
田
庄
屠

獺
人
の
閥
で
内
済
が
成
甑
し
、
耕
洋

農
鋭
の
永
小
作
権
・
小
作
料
な
ど
が

決
め
ら
れ
た
。

　
田
麦
立
か
ら
坂
中
へ
逓
じ
る
大
欝

用
一
水
は
藤
蕾
静
鷲
　
へ
…
六
へ
煮
）
年
・
に

着
ー
さ
れ
、
　
ズ
水
九
（
一
七
八
○
）

無
秋
よ
つ
や
く
完
戒
し
た
、

　
薫
箏
は
坂
中
鋼
か
ら
始
㌻
り
、
三

郎
山
・
碁
編
曇
山
（
趨
称
大
禽
継

の
由
腹
を
掘
り
進
ん
だ
。

　
艇
醇
繁
皿
烹
七
四
汽
）
年
に
は
田

轡
驚
品
樂
“
洛
に
違
ー
し
た
が
、
渋
海
糊
の

水
利
権
の
許
縛
ル
．
猟
け
る
た
め
薫
募

ト
詠
卿
寺
ほ
一
τ
　
、
．
遡

‘
　
｝
籍
噂
歯
困
書
｝
煮

　
そ
の
後
、
宝
暦
九
鴬
七
薦
九
）

年
取
7
水
鑓
ま
で
の
薫
癬
が
槻
翻
穏
れ
、

新
繊
の
開
墾
も
岡
隣
に
進
行
し
た
、

　
大
禽
用
水
　
：
成
に
よ
り
、
約
縢

幸
㎞
の
欄
畑
の
承
不
足
が
解
溝
さ
れ

商
〆　　　年の

嗣　と　翻白
至配丁葎ξ立撫

繭え　は亭串
浦　ら　　’祉
田　れ　元　一

新る緑祭
田　“二神
｝壁

魎薫｝．一　　　比て一

、宝縦1
た　　）聾、Σ

集落入qに鎮座する霞山神社

趨
漉
二
坂
中
集
落
に
は
神
社
が
κ
く
、

出
驚
り
に
来
て
い
た
沈
村
の
神
社
に

嘱
し
て
い
た
。

　
た
と
え
ば
、
彩
．
攣
神
祉
概
　
ウ
ば
東

浦
臨
村
、
諏
訪
神
絃
な
ら
ば
繭
浦
繊

村
、
神
明
神
社
な
ゆ
ば
北
浦
鐵
村
か

ら
蹴
作
り
に
来
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
爾
浦
田
新
田
内
の
一
災
落
に
す
ぎ

な
い
田
麦
立
に
、
な
ぜ
礁
山
神
縫
が

建
立
さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
田
菱
立
は
浦
繊
の
各
栂

か
ら
遠
く
、
南
浦
照
新
繊
の
中
で
も

一
建
の
独
立
権
を
蒋
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
．

　
さ
ら
に
、
大
禽
幣
水
の
蕎
工
と
欝

出
神
社
の
翻
立
が
ほ
ぽ
岡
じ
な
の
で
、

工
郵
の
．
女
全
を
祈
顯
し
て
翻
立
さ
れ

た
と
も
巽
え
ら
れ
る
．

　
太
子
堂
は
文
政
煮
（
一
八
二
二
）

年
牽
．
層
の
創
立
で
、
鵜
ら
れ
て
い

た
仏
練
は
毅
徳
太
挙
触
で
あ
る
．

　
こ
の
搬
徳
太
子
縁
は
、
綿
憂
X
、
、

発
盤
し
た
地
す
べ
り
の
復
撚
窪
纂
中

に
　
聡
見
さ
れ
た
と
伝
又
ら
れ
る
。

　
地
す
べ
り
萌
に
仏
堂
が
あ
っ
た
か

不
明
だ
が
、
太
華
堂
は
地
中
か
ゐ
出

て
き
た
禦
徳
太
オ
嫁
庫
．
気
，
騰
す
⇔
た

め
に
建
乙
さ
れ
た
レ
漁
心
わ
れ
る
必

　
昭
和
縢
十
犀
、
無
、
往
と
な
っ
て

い
た
太
子
堂
、
跡
に
集
会
勝
が
覇
築
勝

れ
、
太
子
堂
範
あ
っ
た
仏
像
等
は
集

余
断
に
移
さ
れ
た
。

　
み
な
き
ん
の
醐
鍵
無
金
や
郷
便
鰯

の
簡
易
撮
綾
・
郵
硬
葎
金
な
ど
鐙
積

立
金
は
、
公
漁
郵
叢
の
資
金
と
し
て

融
薄
、
さ
れ
、
偉
一
み
畏
い
臨
づ
く
り
に

役
立
つ
て
い
濠
す
。

　
単
戚
蹴
葬
贋
で
は
、
辮
金
資
金
よ

り
澄
、
灘
鰯
○
芳
円
、
簡
保
蟹
驚
よ

り
｝
懸
｝
、
九
五
〇
万
円
の
還
元
融

資
を
受
け
て
い
蒙
す
が
、
事
業
甥
に

は
次
の
よ
う
鵠
な
っ
て
い
談
す
．

▼
無
金
資
金

▽
湯
由
簡
易
水
遂
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
五
、
聡
照
○
ガ
騰

▼
簡
保
資
金

▽
県
営
騰
免
薩
遵
整
備
箏
叢

　
　
　
　
　
　
　
｝
、
八
｝
○
万
鍔

▽
乾
燥
調
整
施
設
整
備
箏
叢
（
ラ
イ

　
ス
セ
ン
タ
撃
）
｝
、
澱
八
○
万
円

▽
購
道
改
灘
ハ
・
舗
激
鶉
辮
桝
叢
ハ
（
轟
ハ
か
　
勝
）

　
　
　
　
　
　
　
七
、
八
幽
○
万
円

▽
移
働
通
儒
施
設
整
備
購
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
〇
芳
門

▽
蒲
防
施
設
整
備
辱
業
撒
荘
｝
○
万
円

▽
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
万
円

今秋から稼動予定のライスセンター

　
畷
縫
藁
化
教
欝
続
お
い
て
特
色
の

あ
る
酒
動
を
し
た
と
し
て
、
松
羅
小

掌
校
が
（
椎
）
食
晶
容
雛
環
境
美
化
協

会
か
ち
裏
彰
さ
れ
壌
し
た
黎

　
講
協
余
は
ビ
…
ル
や
ジ
訊
ー
ス
の

鎌
な
ど
を
作
っ
て
い
る
嚢
騨
の
縷
体

で
、
環
境
藁
化
濡
勲
の
模
範
と
な
強

学
校
を
簿
軍
衷
影
し
て
い
ま
す
。

　
松
璽
小
掌
校
の
灘
境
萸
化
活
動
の

髭
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
ザ
．

▼
露
然
を
繊
か
す
畷
境
作
鱗

o
掌
年
花
壌
と
一
人
一
鉢
運
勤

○
学
校
躰
の
．
謬
理
と
濡
用

▼
校
内
蔓
化

の
校
魯
内
外
大
謬
擶
｛
舞
　
翻
）

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
除
藁
（
辮
鴛
懸
）

▼
地
域
の
活
動

○
塞
き
無
拾
い
、
廃
贔
翻
収
と
鶏
上

　
濡
掃
｛
葬
黒
醗
・
P
T
A
と
嬢
催
）

⇔
地
域
神
樵
湾
掃

▼
地
域
性
を
隻
か
し
た
理
科
教
青

○
鐵
然
観
察
や
地
騰
観
職

　
ま
た
、
箆
童
全
蝿
参
撫
を
蓬
本
と

し
、
掌
爺
蟻
位
の
濡
動
も
積
極
的
嶺

取
り
入
れ
．
…
人
…
入
続
灘
任
を
鐵

え
て
い
る
点
も
騨
懸
惑
れ
ま
し
た
、

　
ま
た
、
翻
一
欝
｛
と
し
て
い
た
だ
い
た

五
万
円
分
の
図
欝
券
は
、
掌
校
図
灘

購
入
の
費
粥
と
し
ザ
、
大
切
に
使
爆
さ

れ
ま
し
た
．

平
成
五
年
新
潟
県
書
き
初
め
大
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
原
高
志
君
（
松
塁
小
4
年
）
準
大
賞
受
賞

』輝

　
　
　
　
　
箋

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
難
．

　
　
　
　
　
　
’

橿療高志くんと轡蓼鰯め大会の作贔

〈準大賞作品とは異なります〉

　
擬
潟
藤
鰍
遜
教
欝
難
究
食
が
鷹
催

す
る
小
ゆ
学
生
懸
譲
き
初
め
大
会
で
、

松
鰹
小
掌
校
の
編
漂
罵
葱
鷺
（
天
水

越
・
十
｝
羅
）
が
嬢
隼
生
の
部
で
準

大
賞
を
受
賞
し
譲
し
た
自

　
灘
葎
盤
の
部
に
は
約
｝
六
、
○
○
○

点
の
応
鐸
が
あ
り
、
大
欝
一
点
、
準

大
欝
九
点
な
ど
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
禰
一
原
鷺
は
冬
休
み
中
、
ス
キ
ー
練

習
の
合
闘
を
ぬ
つ
て
、
構
酉
枚
も
下

灘
き
し
た
そ
う
で
す
鎌

　
な
お
、
嚢
篤
式
は
二
薄
二
十
一
灘

新
潟
帯
で
行
わ
れ
ま
し
た
．

召
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難
…il ；
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「

集
落
探

　
町
の
南
部
に
位
置
し
、
大
島
村
と

境
を
接
し
て
い
る
。

　
地
名
の
融
来
は
不
明
だ
が
、
鑓
麦

に
つ
い
て
は
「
田
向
き
」
の
建
て
堺

　
　
　
た
　
む
け

説
、
　
「
沼
向
」
の
転
化
説
が
あ
る
．

「
縢
向
き
」
と
は
、
欝
を
蔚
に
し
て

集
落
を
構
え
ろ
こ
と
、
　
「
磁
向
皿
と

は
、
蜂
道
等
に
董
粗
神
を
鞄
つ
て
鎌

拝
し
た
恵
瞭
を
持
ち
、
瞭
の
麓
に
多

く
み
ら
れ
る
地
名
で
あ
る
俗

　
欄
変
オ
の
近
く
に
は
深
坂
峠
が
あ

り
、
憲
代
よ
り
羅
光
轡
へ
柏
騰
）
街

道
が
閉
麦
．
地
内
を
通
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
深
坂
瞳
を
駿
禰
す
メ
浦
灘

城
（
深
山
城
）
も
近
く
に
あ
肩
、
城

主
や
賦
齢
の
羅
鎌
し
た
鰹
が
騰
愛
X

地
内
に
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。

　
館
は
「
た
て
娠
や
「
た
ち
し
と
も

．
瓢
め
る
．

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
田
麦
立
の
地
名

は
複
数
の
要
件
が
顛
　

っ
て
礁
立
し

た
と
緊
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
、
尉
い
伝
え
慧
よ
れ
ば
、
滋

麦
立
の
地
を
祷
め
て
調
墾
し
た
人
が
、

一
謬
て
い
る
大
き
な
タ
ム
ギ
（
タ
ピ

ギ
の
転
化
か
）
の
木
を
兜
て
、

名
を
タ
ム
ギ
立
ハ
繊
愛
窟
）
と
名
付
け

た
と
も
．
、
．
鶯
わ
れ
て
い
る
、

　
蕉
式
な
纂
落
名
は
「
た
む
ぎ
だ
て
」

だ
が
、
競
内
で
は
通
称
「
た
む
ぎ
だ

ち
」
と
も
…
．
、
わ
れ
て
い
る
．
、

　
江
F
縛
代
は
爾
浦
田
新
照
に
嘱
し
、

穣
灘
洛
入
縫
に
は
白
撫
神
”
縫
が
羅
ら
れ

て
い
る
。

　
繭
浦
田
新
郷
更
江
押
聴
代
中
期
以

降
、
襲
浦
繊
・
瀟
浦
田
・
耽
浦
繍
・

ゆ
、
…
山
紙
購
闘
瀞
村
の
入
会
野
地
と

し
て
購
発
が
進
み
、
し
だ
い
に
田
菱

窟
・
縁
池
・
坂
中
の
鰻
、
洛
が
形
成
さ

れ
て
き
た
鎌

　
南
浦
則
新
濁
が
新
田
検
地
を
受
け
、

新
田
村
と
し
て
独
｝
し
た
の
は
．
保

十
六
（
｝
七
．
．
、
…
）
年
で
あ
る
印

　
こ
の
漸
懸
村
に
は
家
も
あ
り
人
も

住
ん
で
い
た
が
、
名
目
上
は
無
蔑
．
P

の
村
で
あ
っ
た
窃

　
開
発
が
進
む
』
、
激
地
鱗
有
権
と

小
作
料
ん
．
め
ぐ
っ
て
争
い
が
生
じ
、

砥
慮
ご
篇
　
（
一
畜
し
期
」
ハ
）
　
年
に
純
儲
曲
曝
緯

の
総
代
鷺
入
が
泓
戸
へ
出
て
、
巻
中

　
　
、
わ
、
劉
か
・
～

酒
序
維
楽
、
鷺
、
へ
雛
繍
灘
訴
す
る
と
い
ら
・

犠
件
が
発
億
し
た
。

　
そ
の
後
、
総
代
瓢
．
人
と
新
田
庄
屠

獺
人
の
閥
で
内
済
が
成
甑
し
、
耕
洋

農
鋭
の
永
小
作
権
・
小
作
料
な
ど
が

決
め
ら
れ
た
。

　
田
麦
立
か
ら
坂
中
へ
逓
じ
る
大
欝

用
一
水
は
藤
蕾
静
鷲
　
へ
…
六
へ
煮
）
年
・
に

着
ー
さ
れ
、
　
ズ
水
九
（
一
七
八
○
）

無
秋
よ
つ
や
く
完
戒
し
た
、

　
薫
箏
は
坂
中
鋼
か
ら
始
㌻
り
、
三

郎
山
・
碁
編
曇
山
（
趨
称
大
禽
継

の
由
腹
を
掘
り
進
ん
だ
。

　
艇
醇
繁
皿
烹
七
四
汽
）
年
に
は
田

轡
驚
品
樂
“
洛
に
違
ー
し
た
が
、
渋
海
糊
の

水
利
権
の
許
縛
ル
．
猟
け
る
た
め
薫
募

ト
詠
卿
寺
ほ
一
τ
　
、
．
遡

‘
　
｝
籍
噂
歯
困
書
｝
煮

　
そ
の
後
、
宝
暦
九
鴬
七
薦
九
）

年
取
7
水
鑓
ま
で
の
薫
癬
が
槻
翻
穏
れ
、

新
繊
の
開
墾
も
岡
隣
に
進
行
し
た
、

　
大
禽
用
水
　
：
成
に
よ
り
、
約
縢

幸
㎞
の
欄
畑
の
承
不
足
が
解
溝
さ
れ

商
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、宝縦1
た　　）聾、Σ

集落入qに鎮座する霞山神社

趨
漉
二
坂
中
集
落
に
は
神
社
が
κ
く
、

出
驚
り
に
来
て
い
た
沈
村
の
神
社
に

嘱
し
て
い
た
。

　
た
と
え
ば
、
彩
．
攣
神
祉
概
　
ウ
ば
東

浦
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村
、
諏
訪
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絃
な
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繭
浦
繊

村
、
神
明
神
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ゆ
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北
浦
鐵
村
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。
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落
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縫
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の
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と
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．
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さ
れ
壌
し
た
黎

　
講
協
余
は
ビ
…
ル
や
ジ
訊
ー
ス
の

鎌
な
ど
を
作
っ
て
い
る
嚢
騨
の
縷
体

で
、
環
境
藁
化
濡
勲
の
模
範
と
な
強

学
校
を
簿
軍
衷
影
し
て
い
ま
す
。

　
松
璽
小
掌
校
の
灘
境
萸
化
活
動
の

髭
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
ザ
．

▼
露
然
を
繊
か
す
畷
境
作
鱗

o
掌
年
花
壌
と
一
人
一
鉢
運
勤

○
学
校
躰
の
．
謬
理
と
濡
用

▼
校
内
蔓
化

の
校
魯
内
外
大
謬
擶
｛
舞
　
翻
）

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
除
藁
（
辮
鴛
懸
）

▼
地
域
の
活
動

○
塞
き
無
拾
い
、
廃
贔
翻
収
と
鶏
上

　
濡
掃
｛
葬
黒
醗
・
P
T
A
と
嬢
催
）

⇔
地
域
神
樵
湾
掃

▼
地
域
性
を
隻
か
し
た
理
科
教
青

○
鐵
然
観
察
や
地
騰
観
職

　
ま
た
、
箆
童
全
蝿
参
撫
を
蓬
本
と

し
、
掌
爺
蟻
位
の
濡
動
も
積
極
的
嶺

取
り
入
れ
．
…
人
…
入
続
灘
任
を
鐵

え
て
い
る
点
も
騨
懸
惑
れ
ま
し
た
、

　
ま
た
、
翻
一
欝
｛
と
し
て
い
た
だ
い
た

五
万
円
分
の
図
欝
券
は
、
掌
校
図
灘

購
入
の
費
粥
と
し
ザ
、
大
切
に
使
爆
さ

れ
ま
し
た
．

平
成
五
年
新
潟
県
書
き
初
め
大
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
原
高
志
君
（
松
塁
小
4
年
）
準
大
賞
受
賞

』輝

　
　
　
　
　
箋

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
難
．

　
　
　
　
　
　
’

橿療高志くんと轡蓼鰯め大会の作贔

〈準大賞作品とは異なります〉

　
擬
潟
藤
鰍
遜
教
欝
難
究
食
が
鷹
催

す
る
小
ゆ
学
生
懸
譲
き
初
め
大
会
で
、

松
鰹
小
掌
校
の
編
漂
罵
葱
鷺
（
天
水

越
・
十
｝
羅
）
が
嬢
隼
生
の
部
で
準

大
賞
を
受
賞
し
譲
し
た
自

　
灘
葎
盤
の
部
に
は
約
｝
六
、
○
○
○

点
の
応
鐸
が
あ
り
、
大
欝
一
点
、
準

大
欝
九
点
な
ど
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
禰
一
原
鷺
は
冬
休
み
中
、
ス
キ
ー
練

習
の
合
闘
を
ぬ
つ
て
、
構
酉
枚
も
下

灘
き
し
た
そ
う
で
す
鎌

　
な
お
、
嚢
篤
式
は
二
薄
二
十
一
灘

新
潟
帯
で
行
わ
れ
ま
し
た
．

召



I
O
寸
1

　
．
、
月
十
三
臼
か
ら
あ
四
懸
ま
で
、

中
野
鷹
子
ど
も
会
連
盟
）
鰯
卜
嶺
が

昨
年
に
続
き
来
時
し
ま
し
た
、

　
子
ど
も
・
、
の
地
さ
ん
は
十
｝
一
一
日
の

鰹
こ
ろ
に
へ
、
規
館
へ
剣
講
す
る
予
定

で
ー
）
た
が
、
関
越
．
凍
～
、
鰹
踏
が
予
想

以
ヒ
に
混
雑
し
、
約
蹴
縛
間
遅
れ
の

夕
方
関
時
よ
う
や
く
劉
、
欝
し
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
八
蒔
闇
近
い
バ
ス
の

旅
に
も
疲
れ
を
箆
せ
ず
、
大
讐
び
で

．
－
合
戦
を
し
た
り
欝
だ
る
ま
を
作
っ

て
い
ゆ
し
た
。

　
十
照
鷺
は
、
町
災
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

身
，
ヒ
レ
ク
リ
ェ
…
シ
ョ
ン
や
ソ
リ
乗

り
を
楽
ー
　
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
コ
ッ
プ
で
難
を
掘
る
の

が
お
ま
し
ろ
い
の
か
、
競
争
で
一
霧
穴

ル
掘
っ
．
て
い
ま
し
た
。

　
媒
服
や
靴
の
申
毒
罫
が
入
っ
て
も

筑
縫
廿
ず
、
元
．
㍉
に
定
り
隈
つ
て
い

ま
し
た
。

　
騨
．
に
は
モ
チ
つ
き
が
行
わ
れ
、
子

供
た
ち
は
語
い
杵
で
一
生
懸
命
つ
い

て
い
ま
し
た
。

　
っ
き
た
て
の
モ
チ
は
大
変
お
い
し

！
＼
大
人
顔
負
ナ
の
食
欲
で
何
回
も

お
か
わ
り
を
す
る
子
供
が
い
ま
し
た
。

　
新
潟
県
ス
キ
i
肇
盟
、
刮
認
ポ
イ
ン

ト
レ
ー
ス
で
あ
る
、
第
｛
園
松
之
由

滞
泉
サ
ロ
モ
ン
＆
テ
！
ラ
ー
ズ
イ
ド

セ
ッ
プ
ジ
ュ
轟
ア
G
S
L
大
．
、
が
次

の
縫
穣
で
行
わ
れ
ま
す
。

▼
期
　
環
　
三
珂
、
．
軒
七
鷺
ハ
L
“

▼
会
　
場
　
松
之
由
濃
稟
｝
ス
キ
ー
場

▼
種
　
目
　
肉
繍
転
（
二
本
鯛
）

▼
参
撫
資
格

○
小
鉾
熱
の
部
窮
華
、
女
子
（
鰍
～

　
．
欝
説
、
黛
鶴
焦
以
下
は
鰍
癒
長

　
の
推
薦
が
あ
れ
　
昌
場
で
謬
る
｝

○
中
摩
生
）
ー
男
掌
、
女
子

　
（
…
～
、
嚇
年
生
一

○
鴛
興
．
烈
○
嶺
で
締
め
切
り

▼
串
し
込
み
先
及
び
期
臼

　
訟
之
山
鱒
パ
幾
館
磯
大
鎌
鱗
務
局
。

　
鷺
籾
十
総
ハ
水
）
家
で
に
、
学
校
ま

　
た
は
ク
ラ
ブ
単
位
ご
と
に
串
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
・
、
ノ
撫
料
は
｝
人
…
、
○
○
○
円
で
す
。

▼
裟
　
　
彰
㏄
　
冷
曾
繍
”
と
も
…
～
六
位
ま

　
で
鶴
状
と
欝
繍
を
授
隙
し
ま
す
．

▼
そ
の
地

　
蕩
鰐
纂
故
防
止
の
た
め
ヘ
ル
メ
ッ

　
ト
を
着
用
し
、
各
目
で
傷
難
保
険

　
κ
ど
紅
必
ず
加
入
し
て
お
い
て
く

　
だ
さ
い
．

騨
灘灘

指導者も子供たちといっしょに遊んでいました

鐵
灘
ー
繋
饗
灘
搬
籐
獲
叢
難
難
攣
獲
驚
灘

　
ス
ボ
…
ツ
賓
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー

ツ
及
び
祉
会
教
脊
活
動
に
伴
う
事
故

の
補
償
を
行
う
制
度
で
す
。

　
万
…
の
事
敏
に
備
え
、
小
さ
な
掛

金
ぐ
大
き
な
補
償
を
受
け
ら
れ
る
こ

の
保
険
に
撫
入
し
ま
し
よ
う
。

▼
掛
金
（
年
額
）

　
中
掌
焦
以
下
　
　
　
　
賜
○
○
円

　
高
校
生
以
烹
　
　
…
、
鷺
○
○
円

　
巻
人
ク
ラ
ブ
活
動
　
　
六
〇
〇
円

▼
保
験
期
間

　
平
成
烈
銀
遡
月
　
漏
か
ら
平
成
六

　
浮
　
肩
、
↑
…
鷺
ま
で

▼
補
償
内
容
（
傷
窯
瀞
保
険
の
場
倉
〉

o
死
亡
、
後
遺
傷
霧

　
璽
筒
二
、
○
○
○
万
円
。
た
だ
し
、

　
老
人
ク
ラ
プ
活
動
は
五
〇
〇
万
円

○
入
院
（
｝
鰻
あ
た
り
）

　
鰻
、
○
○
○
門
。
た
だ
し
、
彰
人

　
ク
ラ
ブ
漉
動
は
一
、
八
○
○
円

O
通
院
（
｝
研
あ
た
り
）

　
｝
、
五
〇
〇
円
。
た
だ
し
、
老
人

　
ク
ラ
ブ
活
動
は
一
、
○
○
○
円

▼
対
象
と
な
る
事
故

○
所
羅
す
る
鐡
体
の
管
理
下
に
お
け

　
る
濡
動
中
の
事
敵

○
集
禽
・
解
敵
場
所
へ
の
通
常
の
経

　
路
往
復
中
の
禦
赦

▼
申
し
込
み
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
町
体
鳶
協
会
翼
務
周
（
公
厩
館
）

‘2

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
協
力
お
礼

　
十
羅
か
ら
一
月
ま
で
、
ほ
く

園
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
殺
働
に
ご
協

力
い
た
だ
棄
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
豪
し
た
、

　
籾
め
て
の
だ
が
ほ
と
ん
ど
で
、
響

安
と
緊
張
の
な
力
掃
除
弄
ど
の
罫
伝

い
を
し
豪
し
た
ウ

　
帰
り
の
蓼
の
中
で
は
充
実
感
に
満

ち
た
爽
懐
な
、
黙
分
、
そ
し
て
体
の
不

翻
磁
な
簸
入
へ
の
思
い
や
り
と
、
金

銭
に
は
”
皆
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
．
瓢

分
に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
、

　
ほ
く
・
躍
で
の
濡
動
は
、
瓜
春
オ

…
プ
ン
す
る
特
劉
養
、
芝
餐
人
ホ
ー
ム

不
懸
醐
で
も
役
に
五
つ
と
思
い
豪
す
、
’

　
こ
れ
か
ら
の
酒
動
も
初
心
を
忘
れ

ず
、
歓
煮
、
ザ
欝
献
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
雛

．断
ノ　　　l　　　　　

冥イ、蔦
㌧

　
公
幾
館
で
は
棄
翼
，
撚
険
ク
ラ
デ
の

協
力
を
饗
て
、
松
訊
ノ
嶋
山
の
子
供
た
ち

も
，
獄
険
堺
校
に
滲
繍
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

　
楽
し
い
酒
動
が
い
　
は
い
の
鴇
険

掌
校
に
盆
擁
し
、
都
会
の
子
供
た
ち

と
友
達
に
な
り
ま
し
ょ
う
．
、

　
く
わ
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
導

▼
募
集
人
数

　
小
中
掌
生
二
十
名
、
先
着
順

▼
参
茄
費
　
｝
人
八
、
○
○
○
円

▼
参
頒
串
し
込
み
期
間

　
三
月
二
十
践
鰻
（
木
）
ま
で

▼
申
し
込
み
先

　
琶
巽
な
ど
で
公
興
餓
へ
醗
接
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
会
場
お
ふ
〆
・
ろ
舘

▼
臼
程
及
び
活
動
内
容

　
膨
月
細
臓
か
甚
　
…
繕
濠
で
の
▼
泊

　
．
・
“
蒋
羅
燈

　
’
ε
鋒

　
交
流
撫
・
塩
づ
く
り
・
花
モ
チ
づ

　
く
り
・
欝
険
教
薬
な
ど
曇

信
越
学
童
親
善
ス
キ
ー
大
会
で
大
活
躍

　
二
拷
十
八
購
妙
灘
；
漂
町
で
、
第

繭
↑
囲
信
越
掌
蓑
親
霞
ス
キ
…
大
会

が
開
縷
さ
れ
、
松
難
小
学
校
が
｝
部

（
十
校
）
、
松
之
山
・
浦
際
小
．
校
が

、
蒲
（
ト
覧
校
）
に
臨
場
し
ま
し
た
。

　
松
麗
小
贈
ナ
校
は
昨
年
か
爵
璽
撒
ひ

し
め
く
一
部
校
に
蹄
絡
し
、
　
つ
年
も

女
子
ア
ル
ペ
ン
鵜
が
活
躍
し
塞
し
た
．

　
ま
た
、
　
…
部
の
浦
醗
小
学
校
は
距

離
部
門
だ
け
の
灘
加
で
し
た
が
、
女

苧
㎜
．
㎞
で
催
藤
友
紀
舟
ご
ん
　
黛
ハ
無
）

が
一
櫨
、
瀕
躍
し
ま
し
た
。

　
松
之
由
小
学
校
は
距
離
部
門
・
ア

ル
ペ
ン
部
悶
口
と
も
｛
女
定
し
た
力
を
撚
飾

揮
し
、
昨
響
の
十
一
位
か
ら
烈
位
へ

躍
進
し
象
し
た
。

　
成
纏
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
一
部
女
子
大
園
転

幽
佼
　
　
…
岡
橋
妙
聾
†
（
松
m
黒
小
轟
ハ
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
分
0
8
秒
簿

六
位
　
．
軽
沢
糠
f
（
松
塁
小
六
銀
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
．
0
◎
6

十
一
億
　
．
闘
橋
烈
堺
灘
子
（
松
禦
小
鷹
隼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
　
　
尊
　
　
　
　
　
　
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
　
　
　
Q
4

▼
｝
部
女
手
鐘
離
三
㎞

八
位
　
村
山
久
美
（
松
璽
小
バ
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
命
　
　
・
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
■
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
0

▼
一
部
男
亭
》
レ
嚢

九
泣
　
松
羅
小
学
校
　
紛
・
2
6
・
2

▼
｛
部
女
子
》
レ
ー

五
位
　
松
爆
小
掌
校
　
3
8
分
0
6
秒
3

▼
｝
部
総
合
成
績

七
位
　
松
醗
小
霊
校
　
二
十
九
点

▼
二
部
男
茅
大
園
転

羅
位
　
網
沢
政
徳
（
松
之
出
小
六
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
’
　
　
謹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
．
0
．
2

素
ー
一
位
　
　
渡
辺
　
　
礁
艶
ハ
松
之
山
〔
小
穴
鐸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
●
　
　
　
　
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
5

十
五
位
　
照
辺
　
光
（
松
之
出
小
六
無
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
亙
樽
i
6
6

▼
二
部
女
峯
大
園
転

▼
紘
　
灘
鱗
理
藥
（
松
之
由
小
照
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
　
　
σ
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
鴻
蔓

▼
二
部
男
峯
距
離
五
㎞

二
位
　
　
佐
藤
邦
洋
　
（
浦
｝
鑓
小
六
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
O
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞠
　
　
　
の
　
ハ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
癬
嘉

驚
ー
～

轟　
　
響

　
　
　
』

　
　
　
ー

　
　
ゐ
傍礁

　響欝

五
位
　
松
沢
隆
毒
（
松
之
由
小
鴛
母
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
爲
分
3
0
秒
王

十
鷺
位
　
田
中
勉
（
浦
懸
小
六
年
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
．
0
“
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
ま
　
　
3

▼
二
部
女
予
距
離
鷺
㎞

…
泣
　
佐
藤
友
紀
（
浦
田
小
六
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
9
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
O
　
（
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．
、
月
十
三
臼
か
ら
あ
四
懸
ま
で
、

中
野
鷹
子
ど
も
会
連
盟
）
鰯
卜
嶺
が

昨
年
に
続
き
来
時
し
ま
し
た
、

　
子
ど
も
・
、
の
地
さ
ん
は
十
｝
一
一
日
の

鰹
こ
ろ
に
へ
、
規
館
へ
剣
講
す
る
予
定

で
ー
）
た
が
、
関
越
．
凍
～
、
鰹
踏
が
予
想

以
ヒ
に
混
雑
し
、
約
蹴
縛
間
遅
れ
の

夕
方
関
時
よ
う
や
く
劉
、
欝
し
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
八
蒔
闇
近
い
バ
ス
の

旅
に
も
疲
れ
を
箆
せ
ず
、
大
讐
び
で

．
－
合
戦
を
し
た
り
欝
だ
る
ま
を
作
っ

て
い
ゆ
し
た
。

　
十
照
鷺
は
、
町
災
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

身
，
ヒ
レ
ク
リ
ェ
…
シ
ョ
ン
や
ソ
リ
乗

り
を
楽
ー
　
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
コ
ッ
プ
で
難
を
掘
る
の

が
お
ま
し
ろ
い
の
か
、
競
争
で
一
霧
穴

ル
掘
っ
．
て
い
ま
し
た
。

　
媒
服
や
靴
の
申
毒
罫
が
入
っ
て
も

筑
縫
廿
ず
、
元
．
㍉
に
定
り
隈
つ
て
い

ま
し
た
。

　
騨
．
に
は
モ
チ
つ
き
が
行
わ
れ
、
子

供
た
ち
は
語
い
杵
で
一
生
懸
命
つ
い

て
い
ま
し
た
。

　
っ
き
た
て
の
モ
チ
は
大
変
お
い
し

！
＼
大
人
顔
負
ナ
の
食
欲
で
何
回
も

お
か
わ
り
を
す
る
子
供
が
い
ま
し
た
。

　
新
潟
県
ス
キ
i
肇
盟
、
刮
認
ポ
イ
ン

ト
レ
ー
ス
で
あ
る
、
第
｛
園
松
之
由

滞
泉
サ
ロ
モ
ン
＆
テ
！
ラ
ー
ズ
イ
ド

セ
ッ
プ
ジ
ュ
轟
ア
G
S
L
大
．
、
が
次

の
縫
穣
で
行
わ
れ
ま
す
。

▼
期
　
環
　
三
珂
、
．
軒
七
鷺
ハ
L
“

▼
会
　
場
　
松
之
由
濃
稟
｝
ス
キ
ー
場

▼
種
　
目
　
肉
繍
転
（
二
本
鯛
）

▼
参
撫
資
格

○
小
鉾
熱
の
部
窮
華
、
女
子
（
鰍
～

　
．
欝
説
、
黛
鶴
焦
以
下
は
鰍
癒
長

　
の
推
薦
が
あ
れ
　
昌
場
で
謬
る
｝

○
中
摩
生
）
ー
男
掌
、
女
子

　
（
…
～
、
嚇
年
生
一

○
鴛
興
．
烈
○
嶺
で
締
め
切
り

▼
串
し
込
み
先
及
び
期
臼

　
訟
之
山
鱒
パ
幾
館
磯
大
鎌
鱗
務
局
。

　
鷺
籾
十
総
ハ
水
）
家
で
に
、
学
校
ま

　
た
は
ク
ラ
ブ
単
位
ご
と
に
串
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
・
、
ノ
撫
料
は
｝
人
…
、
○
○
○
円
で
す
。

▼
裟
　
　
彰
㏄
　
冷
曾
繍
”
と
も
…
～
六
位
ま

　
で
鶴
状
と
欝
繍
を
授
隙
し
ま
す
．

▼
そ
の
地

　
蕩
鰐
纂
故
防
止
の
た
め
ヘ
ル
メ
ッ

　
ト
を
着
用
し
、
各
目
で
傷
難
保
険

　
κ
ど
紅
必
ず
加
入
し
て
お
い
て
く

　
だ
さ
い
．

騨
灘灘

指導者も子供たちといっしょに遊んでいました

鐵
灘
ー
繋
饗
灘
搬
籐
獲
叢
難
難
攣
獲
驚
灘

　
ス
ボ
…
ツ
賓
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー

ツ
及
び
祉
会
教
脊
活
動
に
伴
う
事
故

の
補
償
を
行
う
制
度
で
す
。

　
万
…
の
事
敏
に
備
え
、
小
さ
な
掛

金
ぐ
大
き
な
補
償
を
受
け
ら
れ
る
こ

の
保
険
に
撫
入
し
ま
し
よ
う
。

▼
掛
金
（
年
額
）

　
中
掌
焦
以
下
　
　
　
　
賜
○
○
円

　
高
校
生
以
烹
　
　
…
、
鷺
○
○
円

　
巻
人
ク
ラ
ブ
活
動
　
　
六
〇
〇
円

▼
保
験
期
間

　
平
成
烈
銀
遡
月
　
漏
か
ら
平
成
六

　
浮
　
肩
、
↑
…
鷺
ま
で

▼
補
償
内
容
（
傷
窯
瀞
保
険
の
場
倉
〉

o
死
亡
、
後
遺
傷
霧

　
璽
筒
二
、
○
○
○
万
円
。
た
だ
し
、

　
老
人
ク
ラ
プ
活
動
は
五
〇
〇
万
円

○
入
院
（
｝
鰻
あ
た
り
）

　
鰻
、
○
○
○
門
。
た
だ
し
、
彰
人

　
ク
ラ
ブ
漉
動
は
一
、
八
○
○
円

O
通
院
（
｝
研
あ
た
り
）

　
｝
、
五
〇
〇
円
。
た
だ
し
、
老
人

　
ク
ラ
ブ
活
動
は
一
、
○
○
○
円

▼
対
象
と
な
る
事
故

○
所
羅
す
る
鐡
体
の
管
理
下
に
お
け

　
る
濡
動
中
の
事
敵

○
集
禽
・
解
敵
場
所
へ
の
通
常
の
経

　
路
往
復
中
の
禦
赦

▼
申
し
込
み
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
町
体
鳶
協
会
翼
務
周
（
公
厩
館
）

‘2

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
協
力
お
礼

　
十
羅
か
ら
一
月
ま
で
、
ほ
く

園
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
殺
働
に
ご
協

力
い
た
だ
棄
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
豪
し
た
、

　
籾
め
て
の
だ
が
ほ
と
ん
ど
で
、
響

安
と
緊
張
の
な
力
掃
除
弄
ど
の
罫
伝

い
を
し
豪
し
た
ウ

　
帰
り
の
蓼
の
中
で
は
充
実
感
に
満

ち
た
爽
懐
な
、
黙
分
、
そ
し
て
体
の
不

翻
磁
な
簸
入
へ
の
思
い
や
り
と
、
金

銭
に
は
”
皆
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
．
瓢

分
に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
、

　
ほ
く
・
躍
で
の
濡
動
は
、
瓜
春
オ

…
プ
ン
す
る
特
劉
養
、
芝
餐
人
ホ
ー
ム

不
懸
醐
で
も
役
に
五
つ
と
思
い
豪
す
、
’

　
こ
れ
か
ら
の
酒
動
も
初
心
を
忘
れ

ず
、
歓
煮
、
ザ
欝
献
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
雛

．断
ノ　　　l　　　　　

冥イ、蔦
㌧

　
公
幾
館
で
は
棄
翼
，
撚
険
ク
ラ
デ
の

協
力
を
饗
て
、
松
訊
ノ
嶋
山
の
子
供
た
ち

も
，
獄
険
堺
校
に
滲
繍
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

　
楽
し
い
酒
動
が
い
　
は
い
の
鴇
険

掌
校
に
盆
擁
し
、
都
会
の
子
供
た
ち

と
友
達
に
な
り
ま
し
ょ
う
．
、

　
く
わ
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
導

▼
募
集
人
数

　
小
中
掌
生
二
十
名
、
先
着
順

▼
参
茄
費
　
｝
人
八
、
○
○
○
円

▼
参
頒
串
し
込
み
期
間

　
三
月
二
十
践
鰻
（
木
）
ま
で

▼
申
し
込
み
先

　
琶
巽
な
ど
で
公
興
餓
へ
醗
接
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
会
場
お
ふ
〆
・
ろ
舘

▼
臼
程
及
び
活
動
内
容

　
膨
月
細
臓
か
甚
　
…
繕
濠
で
の
▼
泊

　
．
・
“
蒋
羅
燈

　
’
ε
鋒

　
交
流
撫
・
塩
づ
く
り
・
花
モ
チ
づ

　
く
り
・
欝
険
教
薬
な
ど
曇

信
越
学
童
親
善
ス
キ
ー
大
会
で
大
活
躍

　
二
拷
十
八
購
妙
灘
；
漂
町
で
、
第

繭
↑
囲
信
越
掌
蓑
親
霞
ス
キ
…
大
会

が
開
縷
さ
れ
、
松
難
小
学
校
が
｝
部

（
十
校
）
、
松
之
山
・
浦
際
小
．
校
が

、
蒲
（
ト
覧
校
）
に
臨
場
し
ま
し
た
。

　
松
麗
小
贈
ナ
校
は
昨
年
か
爵
璽
撒
ひ

し
め
く
一
部
校
に
蹄
絡
し
、
　
つ
年
も

女
子
ア
ル
ペ
ン
鵜
が
活
躍
し
塞
し
た
．

　
ま
た
、
　
…
部
の
浦
醗
小
学
校
は
距

離
部
門
だ
け
の
灘
加
で
し
た
が
、
女

苧
㎜
．
㎞
で
催
藤
友
紀
舟
ご
ん
　
黛
ハ
無
）

が
一
櫨
、
瀕
躍
し
ま
し
た
。

　
松
之
由
小
学
校
は
距
離
部
門
・
ア

ル
ペ
ン
部
悶
口
と
も
｛
女
定
し
た
力
を
撚
飾

揮
し
、
昨
響
の
十
一
位
か
ら
烈
位
へ

躍
進
し
象
し
た
。

　
成
纏
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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春
季
火
災
予
防
運
動

　
も
う
す
ぐ
待
ち
に
待
っ
た
春
が
や

っ
て
き
ま
す
。

　
春
先
は
空
餓
が
乾
燥
し
、
火
災
の

発
葱
し
や
す
い
状
況
と
な
り
ま
す
．

　
火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
不
淫
意
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。

　
雲
滴
え
と
と
も
に
焚
火
や
野
焼
き

を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
豪
す
が
、

火
が
完
全
ほ
消
え
る
ま
で
は
そ
の
場

勝
か
ら
離
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
．

「
点
検
を
重
ね
て
築
く
　
火
災
ゼ
ロ
」

4
4
～
4
∠
7

を
合
、
一
．
錫
葉
に
、
火
の
壌
心
の
六
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
．

①
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
瀞
の
投
げ
捨
て

　
を
し
な
い
。
　
（
平
成
麟
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